
栃木産業人クラブ

高橋和夫氏（大高商事社長）

他
地
域
の
ク
ラ
ブ
と
連
携
積
極
化

会長インタビュー

　
―
現
在
の
経
済
情
勢
を
ど
の

よ
う
に
見
て
い
ま
す
か
。

　
「
景
気
が
良
く
な
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
あ
く
ま
で

東
京
や
大
手
企
業
の
話
だ
と
感

じ
ま
す
。
地
方
の
中
小
企
業
経

営
者
ら
が
実
感
す
る
に
は
、
も

う
少
し
時
間
が
か
か
る
と
見
て

い
ま
す
。
た
だ
今
ま
で
は
全
体

的
に
沈
ん
だ
ム
ー
ド
で
し
た

が
、
業
種
に
よ
っ
て
は
手
応
え

を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
」

　
―
厳
し
い
環
境
下
で
中
小
企

業
が
生
き
残
る
に
は
、
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
が
必
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
か
。

　
「
指
を
く
わ
え
て
見
て
い
れ

ば
状
況
が
良
く
な
る
訳
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
企
業
の
ト
ッ
プ
が

ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、

い
か
に
積
極
的
に
改
革
で
き
る

か
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
今
ま

で
の
企
業
は

周
り
が
何
と
か

し
て
く
れ
る

と
考
え
て
い
ま

し
た
。
依
存
体
質
が
強
く
て
も

バ
ブ
ル
期
な
ら
ば
成
長
で
き
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
は
生

き
残
れ
ま
せ
ん
。
取
り
組
む
姿

勢
や
考
え
方
を
変
え
る
こ
と

で
、少
し
で
も
前
進
で
き
ま
す

　
―
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
が
必
要
で
す
か
。

　
「

良
い
モ
ノ
を
作
っ
た

だ
け
で
は
売
れ
ま
せ
ん
。
売
っ

て
い
く
た
め
に
は
積
極
的
に
展

示
会
や
商
談
会
な
ど
に
参
加

し
、
自
分
か
ら
発
信
し
て
い
く

べ
き
で
す
。
当
社
は
県
外
の
展

示
会
な
ど
に
参
加
し
て
い
ま
す

が
、
栃
木
県
の
企
業
の
出
展
は

少
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
グ

ロ
ー
バ
ル
化
社
会
で
は

オ
レ

は
こ
う
す
る

こ
ん
な
モ
ノ

を
作
っ
た

と
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
」

　
―
栃
木
県
内
に
は
モ
ノ
づ
く

り
だ
け
で
な
く
農
産
物
の
生
産

も
盛
ん
で
、
有
名
な
観
光
地
も

多
く
あ
り
ま
す
。

　
「
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ

と
で
、
苦
労
し
な
く
て
も
何
と

か
な
る
と
い
う
考
え
に
漬
か
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
の
も
事
実
。

外
に
出
て
い
ろ
ん
な
人
と
名
刺

交
換
や
会
話
を
し
て
、
つ
な
が

り
を
増
や
し
て
い
く
姿
勢
が
重

要
で
す
。
構
え
て
し
ま
わ
ず

に
、
大
学
な
ど
を
訪
ね
る
の
も

良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
素
人
発
想
だ
か
ら
こ
そ
生

ま
れ
る
商
品
も
あ
り
ま
す
。

無
理
だ

と
言
っ
て
い
た
ら

何
も
で
き
ま
せ
ん
」

　
―
産
業
人
ク
ラ
ブ
に
は
ど
の

よ
う
な
役
割
や
活
動
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
か
。

　
「
会
員
ど
う
し
の
情
報
交
換

を
活
発
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
気
軽
に
会
っ

て
話
せ
る
環
境
を
も
っ
と
作
り

た
い
で
す
。
企
業
の
ト
ッ
プ
向

け
セ
ミ
ナ
ー
や
若
手
の
会
な

ど
、
イ
ベ
ン
ト
や
場
を
作
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
ま
た
産
業
人

ク
ラ
ブ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生

か
し
、
工
場
見
学
会
と
交
流
会

を
組
み
合
わ
せ
る
な
ど
し
て
、

他
地
域
の
産
業
人
ク
ラ
ブ
会
員

と
の
連
携
も
積
極
化
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

栃
木
産
業
人
ク

ラ
ブ
に
入
っ
て
良
か
っ
た

と

会
員
が
感
じ
ら
れ
る
運
営
を
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
連
携
は

大
切
。
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野

を
持
ち
寄
る
こ
と
で
、
良
い
モ

ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
生
ん
だ
り
、

社
会
貢
献
を
し
た
り
と
い
っ
た

こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
１

＋
１
は
２
で
は
な
く
、
５
に
も

に
も
な
る
の
で
す
」
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特
集
・
挑
戦
す
る
日
本
の
経
営
者
た
ち

情報交換活発に
モ
ノ
づ
く
り
県
の
底
力
示
す

産
学
官
連
携
の
草
分
け
来
年
５
０
周
年

自
動
車
・
航
空
宇
宙
医
療
関
連
な
ど
集
積

毎
年
秋
に
開
催
し
て
い
る

情
報
交
換
会
で
は
県
や
大

学
、
地
方
銀
行
な
ど
が
県

内
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て

話
し
合
う
ほ
か
、
県
内
企

業
が
取
り
組
み
事
例
を
発

表
し
て
い
る

７
月
の
定
時
総
会
。
「
失
敗
し
な

い
経
営
承
継
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

す
る
原
口
純
一
郎
東
京
中
小
企
業

投
資
育
成
業
務
第
五
部
長

　
栃
木
県
は
東
京
か
ら

―
１

６
０

の
距
離
と
近
く
、
東
北

自
動
車
道
や
北
関
東
自
動
車
道
、

東
北
新
幹
線
な
ど
の
交
通
イ
ン
フ

ラ
も
充
実
し
て
い
る
。
県
内
総
生

産
に
占
め
る
第
二
次
産
業
の
割
合

が
全
国
３
位

２
０
１
０
年

の

・
８
％
と
高
く
、
自
動
車
や
航

空
宇
宙
、
医
療
関
連
の
分
野
を
中

心
に
、
大
手
企
業
や
技
術
力
の
あ

る
中
小
企
業
が
集
結
し
て
い
る

「
モ
ノ
づ
く
り
県
」
と
し
て
存
在

感
を
示
し
て
い
る
。

■
　地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
イ
チ
ゴ
や
二
条
大
麦
の
産
出
額

で
日
本
一
を
誇
る
な
ど
農
業
も
盛

ん
だ
。
県
は

年
に
「
フ
ー
ド
バ

レ
ー
と
ち
ぎ
推
進
協
議
会
」
を
発

足
し
、
食
を
テ
ー
マ
に
幅
広
い
主

体
が
交
流
し
て
地
域
経
済
の
発
展

を
目
指
し
て
い
る
。
世
界
遺
産
で

あ
る
二
社
一
寺
な
ど
を
有
す
る
日

光
を
は
じ
め
鬼
怒
川
温
泉
や
那

須
、
足
利
な
ど
、
観
光
資
源
も
豊

富
だ
。

　

年
は
栃
木
県
と
宇
都
宮
県
が

合
併
し
て
か
ら
１
４
０
周
年
の
節

目
。
県
は
「
一
緒
に
歩
む
　
元
気

な
と
ち
ぎ
！
」
を
サ
ブ
テ
ー
マ

に
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

に
向
け
た
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発

信
す
る
と
と
も
に
、
県
の
元
気
度

を
県
内
外
に
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
く
考
え
だ
。

　
栃
木
産
業
人
ク
ラ
ブ

高
橋
和

夫
会
長

大
高
商
事
社
長

は
他

の
産
業
人
ク
ラ
ブ
に
先
駆
け
、
１

９
６
４
年
４
月
２
日
に
「
栃
木
工

業
人
ク
ラ
ブ
」
と
し
て
発
足
。
産

学
官
連
携
の
草
分
け
と
し
て
、
地

域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
き
た
。

年
に
は

周

年
を
迎
え
る
。

　
初
代
会
長
に
は
自
動
車
や
航
空

機
の
部
品
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
栃
木

富
士
産
業

栃
木
市
、
現
Ｇ
Ｋ
Ｎ

ド
ラ
イ
ブ
ラ
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン

の

栗
原
甚
吾
氏
が
就
任
。
以
後
、
今

年
８
月
に
創
立
１
３
０
周
年
を
迎

え
た
電
設
商
社
の
藤
井
産
業
の
藤

井
清
氏
、
栃
木
富
士
産
業
の
栗
原

義
彦
氏
、
自
動
車
や
航
空
機
関
連

の
ギ
ア
で
実
績
を
持
つ
菊
地
歯
車

足
利
市

の
菊
地
義
治
氏
、
藤

井
産
業
の
藤
井
昌
一
氏
、
バ
ネ
メ

ー
カ
ー
と
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活

躍
し
て
い
る
村
田
発
條

宇
都
宮

市

の
村
田
一
郎
氏
ら
が
歴
任
し

て
き
た
。

■
　交
流
深
め
る

　
現
在
の
会
長
は
大
高
商
事

宇

都
宮
市
の
高
橋
和
夫
社
長
だ
。同

社
は
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
ほ

か
、
近
年
は
宇
都
宮
大
学
と
の
産

学
官
連
携
で
農
産
物
の
鮮
度
維
持

機
を
開
発
す
る
な
ど
、
モ
ノ
づ
く

り
の
分
野
で
も
実
績
を
積
ん
で
い

る
。
名
誉
会
長
は
福
田
富
一
栃
木

県
知
事
、
副
会
長
は
永
野

尚
富
士
重
工
業
航
空
宇
宙

カ
ン
パ
ニ
ー
プ
レ
ジ
デ
ン

ト
が
務
め
て
い
る
。

　
会
員
企
業
と
し
て
、
栃

木
県
の
地
方
銀
行
で
あ
る

足
利
銀
行
と
栃
木
銀
行
、

宇
都
宮
大
学
や
帝
京
大

学
、
県
の
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
、
産
業
技
術
セ
ン
タ

ー
や
、
県
内
で
自
動
車
や
航
空

機
、
機
械
関
連
の
分
野
で
活
躍
す

る
有
力
企
業
が
集
結
。
意
見
交
換

な
ど
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
て
い

る
。

　
毎
年

月
ご
ろ
に
は
日
本
機
械

学
会
栃
木
ブ
ロ
ッ
ク
と
の
交
流
会

を
開
催
。

年
度
は
宇
都
宮
市
内

に
あ
る
帝
京
大
学
理
工
学
部
航
空

宇
宙
工
学
科
か
ら
久
保
田
弘
敏
教

授
を
講
師
に
迎
え
、

年
１
月
に

打
ち
上
げ
予
定
の
国
産
基
幹
ロ
ケ

ッ
ト
「
Ｈ
２
Ａ
」
に
搭
載
予
定
の

小
型
人
工
衛
星
「
Ｔ
ｅ
ｉ
ｋ
ｙ
ｏ

Ｓ
ａ
ｔ
―
３
」
の
開
発
に
つ
い
て

学
ん
だ
。
微
小
重
力
環
境
や
放
射

線
で
粘
菌
が
受
け
る
影
響
の
解
明

な
ど
期
待
さ
れ
る
成
果
や
、
学
生

の
教
育
へ
の
寄
与
な
ど
、
「
栃
木

発

初

」
衛
星
の
可
能
性
に
つ

い
て
、

人
の
参
加
者
は
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
た
。

■
　重
点
５
分
野

　
毎
年

月
に
は
栃
木
県
産
業
労

働
観
光
部
と
の
情
報
交
換
会
を
実

施
。
県
の
産
業
労
働
観
光
部
や
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー
、
産
業
技
術
セ

ン
タ
ー
、
足
利
銀
行
や
栃
木
銀

行
、
宇
都
宮
大
学
や
帝
京
大
学
か

ら
の
出
席
者
ら
が
意
見
を
交
わ
し

て
い
る
。

　

年
度
は
県
の
重
点
５
分
野

自
動
車
、
航
空
機
、
医
療
機

器
、
環
境
、
光

の
状
況
や
、
産

学
官
連
携
、
地
域
金
融
の
役
割
な

ど
が
主
な
テ
ー
マ
に
な
っ
た
。

　
続
い
て
の
事
例
発
表
で
は
、
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
技
術
を
コ
ア
に

医
療
用
電
子
機
器
な
ど
の
試
作
や

生
産
、
自
社
製
品
開
発
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
る
ア
ー
ル
・
テ
ィ
ー

・
シ
ー

上
三
川
町

の
桜
井
仙

長
社
長
と
、
地
域
で
パ
ン
を
製
造

販
売
す
る
と
と
も
に
最
長

カ
月

の
保
存
が
で
き
る
缶
詰
パ
ン
を
開

発
し
知
名
度
を
高
め
た
パ
ン
・
ア

キ
モ
ト

那
須
塩
原
市

の
秋
元

義
彦
社
長
が
自
社
の
取
り
組
み
を

発
表
し
た
。

　
桜
井
社
長
は
「
受
け
身
の
下
請

け
か
ら
提
案
型
へ
の
転
身
」
を
テ

ー
マ
に
「
幅
広
い
横
断
技
術
を
融

合
す
る
こ
と
で
、
技
術
力
向
上
や

顧
客
か
ら
の
信
頼
獲
得
に
つ
な
げ

て
い
る
」
と
語
っ
た
。
秋
元
社
長

は
パ
ン
の
缶
詰
を
非
常
食
と
し
て

２
年
間
備
蓄
し
た
後
、
飢
餓
に
苦

し
む
国
々
に
義
援
物
資
と
し
て
届

け
る
「
救
缶
鳥
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
。

　

年
の
賀
詞
交
歓
会
で
は
ス
ズ

キ
プ
レ
シ
オ
ン

鹿
沼
市

の
鈴

木
庸
介
会
長
が
「
部
品
加
工
会
社

の
新
展
開
―
新
規
分
野
開
拓
と
自

社
製
品
開
発
」
と
題
し
て
講
演
。

同
社
は
切
削
加
工
を
コ
ア
技
術

に
、
自
動
車
や
半
導
体
装
置
な
ど

の
部
品
を
生
産
し
て
い
る
。
下
請

け
か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
、
医
療

機
器
や
工
作
機
械
分
野
で
自
社
製

品
の
開
発
な
ど
に
も
積
極
的
だ
。

　
Ｃ
Ｎ
Ｃ
自
動
旋
盤
用
４
倍
速
ス

ピ
ン
ド
ル
の
開
発
で
は
、

年
に

「

モ
ノ
づ
く
り
部
品
大
賞
」

モ
ノ
づ
く
り
日
本
会
議
、
日
刊

工
業
新
聞
社
主
催

の
日
本
力
賞

を
受
賞
し
た
。
「
医
療
機
器
分
野

に
は
中
小
企
業
の
活
躍
の
場
が
大

い
に
あ
る
」
「
中
小
企
業
が
新
規

参
入
を
す
る
た
め
に
は
自
社
の
強

み
を
自
覚
し
た
う
え
で
、
社
員
が

一
丸
と
な
り
と
に
か
く
体
験
し
て

み
る
こ
と
が
大
切
」
と
約

人
の

参
加
者
を
鼓
舞
し
た
。

■
　
経
営
承
継
で
講
演

　
７
月
の
第

回
定
時
総
会
で
は

会
員
で
あ
る
東
京
中
小
企
業
投
資

育
成

東
京
都
渋
谷
区

の
原
口

純
一
郎
業
務
第
五
部
長
が
「
失
敗

し
な
い
経
営
承
継
」
と
題
し
て
講

演
。
経
営
承
継
に
関
す
る
最
近
の

ト
ピ
ッ
ク
ス
を
交
え
、
「
大
半
の

経
営
者
に
と
っ
て
経
営
承
継
は
初

め
て
の
経
験
。
誤
っ
た
判
断
に
気

づ
き
に
く
い
」
と
し
て
後
継
者
教

育
や
株
主
選
び
の
重
要
性
な
ど
を

説
明
し
た
。

　
栃
木
産
業
人
ク
ラ
ブ
は

年
９

月
に
群
馬
産
業
人
ク
ラ
ブ
と
ゴ
ル

フ
大
会
を
共
催
す
る
な
ど
、
他
地

域
の
産
業
人
ク
ラ
ブ
と
の
連
携
も

模
索
し
て
い
る
。

　　 ２０１３年 平成２５年 ８月３０日 金曜日 （第２部） 　　 （ ）


